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かけて宮城県教育委員会が実施した三
さん
陸
りく
沿
えん
岸
がん

道路仙
せん
塩
えん
道路建

けん
設
せつ
工事に伴う発掘調査の成

せい
果
か

を紹
しょうかい
介するものです。
東日本大震災後の三陸沿岸道路建設事業
は「復

ふっ
興
こう
道路」として早

そう
期
き
完成を目指した事

業であり、宮城県教育委員会としても発掘調
査基

き
準
じゅん
を弾

だん
力
りょく
的
てき
に運

うん
用
よう
し、多くの自

じ
治
ち
体
たい
職

員の応援も得て万
ばん
全
ぜん
を期

き
して調査に臨

のぞ
みまし

た。調査終了後の平成 28 年には多賀城ＩＣ
が完成し、供

きょうよう
用が開始されています。

山王遺跡・市川橋遺跡は、多
た
賀
が
城
じょう
市
し
南
なん
宮
ぐう
・

市川・浮
うき
島
しま
・高

たか
崎
さき
に所

しょ
在
ざい
し、七

なな
北
き
田
た
川
がわ
左岸

の自然堤
てい
防
ぼう
から後

こう
背
はい
湿
しっ
地
ち
にかけて立

りっ
地
ち
しま

す。標
ひょう
高
こう
は２～３m程で現

げん
況
きょう
は水

すい
田
でん
や宅

た
地
くち

となっており、隣
りん
接
せつ
する両遺跡を合わせる

と、その範
はん
囲
い
は東西最大約 2.3km、南北最大

約 1.7kmにも及びます。
遺跡の北東側丘

きゅうりょう
陵には、国の特別史

し
跡
せき
に指

定されている多賀城跡・多賀城廃
はい
寺
じ
跡が所在

するほか、周辺では、高崎遺跡、西
にし
沢
ざわ
遺跡、

新
にい
田
だ
遺跡など多数の遺跡がみつかっていま

す。
これまで山王遺跡・市川橋遺跡では、道路
建設やほ場

じょうせいび
整備等に伴

ともな
い、宮城県教育委員会

や多賀城市教育委員会が大
だい
規
き
模
ぼ
な発

はっ
掘
くつ
調
ちょう
査
さ

を実
じっ
施
し
してきました。その結果、奈良・平安

時代の役所である陸奥国府多賀城下の地方都
市という遺跡の性格を把

は
握
あく
するとともに、我

が国でいち早くその実
じっ
態
たい
を明らかにするとい

う大きな成果を上げています。
本書は、両遺跡の北部中央に位置する八

はち

幡
まん
・伏

ふせ
石
いし
地区において、平成 24 ～ 26 年に 調査区の位置
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山王遺跡・市川橋遺跡は、これまでの調査
により、古

こ
墳
ふん
時代前期には水田が広がり、古

墳時代から奈良時代には微
び
高
こう
地
ち
に集
しゅうらく
落が営

いとな
ま

れ、平安時代になると道路で整
せい
然
ぜん
と区

く
画
かく
され

た都
と
市
し
が形成され、鎌

かま
倉
くら
・室
むろ
町
まち
時代には屋

や
敷
しき

が点
てん
在
ざい
していたことが明らかになっていま

す。特に奈良時代には、遺跡北東に隣
りん
接
せつ
して

律
りつりょうこっか
令国家の東北支配の拠

きょ
点
てん
である陸奥国府多

賀城が置かれ、平安時代になると、多賀城の
政
せいちょうちゅうじく
庁中軸線から南に延

の
びる南北大

おお
路
じ
と外
がい
郭
かく
南

辺に平行する東西大路を基準とした方
ほう
格
かく
地
ち
割
わり

による約 120m 四方の碁
ご
盤
ばん
目
のめ
状の街

まち
並
な
みが

整備されました。こうした街並みは多賀城の

完成した多賀城ＩＣ 多賀城政庁跡（南から）

ほかに、当時は平
へい
城
じょう
京
きょう
や平
へい
安
あん
京
きょう
、大
だ
宰
ざい
府
ふ
など、

ごく限られた場所にしかありませんでした。
多賀城下に広がる街並みの発掘調査は、古代
の国家や東北の歴史を解

かい
明
めい
する上で、非常に

多くの貴
きちょう
重な情

じょうほう
報を提

ていきょう
供してくれます。

今回の調査でも、広い範囲で道路跡や掘
ほったて
立

柱
ばしら
建
たて
物
もの
跡
あと
、竪
たて
穴
あな
建物跡、水田跡などが調査さ

れ、古墳時代から奈良時代にかけての集落や
生産域の様子、平安時代の道

どう
路
ろ
網
もう
の変

へん
遷
せん
や

居
きょじゅう
住していた官

かん
人
じん
（役人）たちの暮

く
らしぶり

を明らかにすることができました。

遺跡の概要～集
ム

落
ラ

から都
マ

市
チ
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碁盤目状の方格地割と周辺の遺跡

№ 遺  跡  名 № 遺  跡  名
1 特別史跡多賀城跡 16 西沢遺跡
2 市川橋遺跡 17 法性院遺跡
3 山王遺跡 18 塚元古墳
4 特別史跡多賀城廃寺跡 19 高原遺跡
5 高崎遺跡 20 小沢原遺跡
6 特別史跡館前遺跡 21 袖野田遺跡
7 新田遺跡 22 野田遺跡
8 加瀬遺跡群 23 留ケ谷遺跡
9 洞ノ口遺跡 24 高崎古墳群
10 安楽寺遺跡 25 御屋敷館跡
11 大日北遺跡 26 稲荷殿古墳
12 六貫田遺跡 27 東田中窪前遺跡
13 五万崎遺跡 28 志引遺跡
14 田屋場横穴墓群 29 桜井館跡
15 金堀貝塚
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【前期（4 世紀）】
水田跡がみつかりました。水田は直

ちょっこう
交する

大畦
けい
畔
はん
を小畦畔で区画した１区画 30㎡以下

の小区画水田です。耕
こう
作
さく
面
めん
が西から東へ徐

じょ
々
じょ

に下がっており、西から東に水を流していた
と考えられます。

【中期（5 世紀）】
河
か
川
せん
や溝

みぞ
、材

ざい
木
もく
塀
べい
によって区画されるム

ラ（集落）が営まれ、区画内部で竪穴建物跡
28 棟などがみつかりました。（数字は過去の
調査も含む。以下同じ。）竪穴建物跡の中に
は鉄

てっ
滓
さい
などが出土したことから、鍛

か
冶
じ
工
こう
房
ぼう
と

考えられるものもあります。過去には権
けん
威
い
を

示す鹿
ろっ
角
かく
製
せい
刀
とう
装
そう
具
ぐ
などの威

い
信
しん
財
ざい
も出土してお

り、こうした特
とく
徴
ちょう
から、このムラは地域の有

力者（豪
ごう
族
ぞく
）の居

きょ
館
かん
を含んだ集落と考えられ

ます。
【後期（6 世紀末～ 7 世紀中頃）】
この時期、再び河川や溝、材木塀で区画さ
れるムラが営まれます。調査では区画内部で
竪穴建物跡 165 棟以上のほか、井

い
戸
ど
跡、土

ど

坑
こう
などがみつかりました。河川跡からは土器
だけでなく農具、漁

ぎょ
撈
ろう
具
ぐ
、祭
さい
祀
し
具
ぐ
などが多量

に出土しています。過去には、仏
ぶつ
具
ぐ
である木

製柄
え
香
ごう
炉
ろ
も出土しており、また、他の集落と

比べて、当時希
き
少
しょう
だった須

す
恵
え
器
き
の出土量が突

とっ

出
しゅつ
して多いことなどから、このムラは七北田
川下流域を統

とう
括
かつ
した首

しゅ
長
ちょう
層が居

きょ
住
じゅう
した拠点

的な集落であったと考えられます。

水田跡（古墳時代前期）

土器（古墳時代中期）

土器（古墳時代後期）

鍛冶工房跡（古墳時代中期）

竪穴建物跡（古墳時代後期）

卜
ぼっ

骨
こつ

（占いに使った
鹿の肩甲骨）

石製模
も

造
ぞう

品
ひん

（鏡・剣）
離

り
頭
とう

銛
もり

（鹿角製）

骨
こつ

鏃
ぞく

（鹿骨製）
鉄
てっ

滓
さい

土器転用羽
は

口
ぐち

古墳時代
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【飛鳥～奈良時代前半
     （７世紀後半～８世紀前半）】
多賀城造

ぞう
営
えい
前から直後にかけてのムラは、

東西 190m、南北 235mほどの範囲が材木塀
と溝で囲まれており、その内部で掘立柱建物
跡 32 棟、竪穴建物跡６棟、井戸跡２基など
がみつかりました。掘立柱建物が多くなり、
主に竪穴建物で構

こう
成
せい
された古墳時代のムラと

は様子が大きく変わっています。

【奈良時代後半（８世紀後半）】
多賀城造営後、東西方向の道路がつくられ
ます。道路の北側は材木塀や溝によって、最
大で南北 120m以上、東西 71mの範囲に区
画されており、調査区全体では掘立柱建物跡
43 棟、竪穴建物跡 17 棟、井戸跡９基、畑跡
６面などがみつかりました。また、遺

い
構
こう
の分

布状況から区画２の西側で北に折れて多賀城
の外郭西

にし
門
もん
へ向かう道が想

そう
定
てい
され、その位置

は後世の西５道路とほぼ重なります。
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山王遺跡
伏石地区

市川橋遺跡
伏石地区

市川橋遺跡
八幡地区

山王遺跡
八幡地区

区画1

古墳時代後期の河川跡

砂押川流路
（推定）
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前段階の区画施設
古墳時代後期の河川跡
整地層

区画２

区画３

区画４

砂押川流路
（推定）

道路跡

N

山王遺跡
伏石地区

市川橋遺跡
伏石地区

市川橋遺跡
八幡地区

山王遺跡
八幡地区

区画溝跡（奈良時代前半）

区画溝跡からの土器出土状況

材木塀跡断面（奈良時代前半）

掘立柱建物跡（奈良時代後半）

飛
あ す か

鳥～奈良時代
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平安時代になると、東西・南北方向の道路
網が整備され、方

ほう
格
かく
地
ち
割
わり
が施

せ
工
こう
されます。遺

構はⅠ期：８世紀末～９世紀前葉、Ⅱ期：９
世紀中葉～ 10 世紀前半、Ⅲ期：10 世紀後半
の３時期に大別されます。Ⅱ期には道路面が
砂で覆

おお
われる時期があり、これは 869 年の

貞
じょう
観
がん
津
つ
波
なみ
に起

き
因
いん
するものと考えられます。

I 期：東西道路跡２条、南北道路跡２条、区
画溝跡８条、掘立柱塀跡２条、掘立柱建物跡
64 棟、竪穴建物跡 10 棟、井戸跡９基などが
みつかっています。
Ⅱ期：東西道路跡３条、南北道路跡５条、区
画溝跡 12 条、掘立柱塀跡１条、掘立柱建物
跡 232 棟、竪穴建物跡 10 棟、井戸跡 17 基、
畑跡 15 面などがみつかり、これらは道路の
部分的な廃

はい
絶
ぜつ
や建物方向などによって街区の

変
へん
遷
せん
をたどると A・Ｂ２時期に分けられます。

また、北２西４区は大
おお
戸
と
産
さん
須恵器の出土数が

多いことや過去に「会
あい
津
づ
郡
ぐん
」と記

しる
された木

もっ
簡
かん

が出土したことから、会津郡の出
で
先
さき
機
き
関
かん
が置

かれた可能性が高いと考えられます。
Ⅲ期：東西道路跡１条、南北道路跡３条、区
画溝跡１条、掘立柱建物跡４棟、井戸跡２基、
畑跡１面などがみつかっています。道路の廃
絶が進んで建物跡も減

げん
少
しょう
します。居

きょ
住
じゅう
域
いき
の

一部は畑に変わっています。

掘立柱建物跡

竪穴建物跡

井戸跡
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N区

北 3西 5区

北 2a 西 5区

北 2西 5区
北 2西 4区

北 3
西 3区

北 3西 4区

北 3西 6区

北 2西 6区

北 2a 西 4区

西 5道路

西 4道路

北 2道路

西 3道路

西 3a 道路

北 2道路

北 2a 道路

N

山王遺跡
伏石地区

市川橋遺跡
伏石地区

市川橋遺跡
八幡地区

山王遺跡
八幡地区

Ⅰ期の遺構

Ⅲ期の遺構

平安時代（道路・街
がい

区
く

の整備）
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北 3西 6区
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北 2道路

西 4道路

西 3道路

北 2道路

西 6a 道路

西５道路

西４道路

山王遺跡
伏石地区

市川橋遺跡
伏石地区

山王遺跡
八幡地区

古墳時代後期の河川跡
前段階の道路・区画溝 整地層
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J区

Ｃ区

Ｂ区

北 3西 5区

北 2a 西 5区

北 2西 5区 北 2西 4区

北 3西 4区

北 3西 6区

北 2西 6区

北 2a 西 4区

北 3
西 3区

西 5道路

西 4道路

西 3道路

西 6a 道路

北 3道路

西 3a 道路

北 2道路

北 2a 道路

SX12221

古墳時代後期の河川跡
前段階の道路・区画溝

Ⅱ‐B期の中でも新しい遺構
整地層

砂押川流路
（推定）

山王遺跡
伏石地区

市川橋遺跡
伏石地区

市川橋遺跡
八幡地区

山王遺跡
八幡地区

Ⅱ B 期の遺構
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井戸側模式図

道路跡空撮（Ｄ区北西から）

道路跡空撮（Ｍ区北西から）

木製皿 鉄
てつ

鏃
ぞく

北２a 道路

西４道路

西４道路

西５道路

西４道路跡（Ｌ区北から）

灰
かい

釉
ゆう

陶
とう

器
き

須
す

恵
え

器
き

土
は

師
じ

器
き

赤
あか

焼
やき

土
ど

器
き

坏（墨書「大」）

坏（大
おお

戸
と

窯
がま

産）

鳥形 硯
すずり

（頭部）

西４道路跡西側溝断面

貞観津波に起因するとみられる砂層

出土遺物

高
こう

台
だい

皿
さら

三
さん

足
そく

土器

高台坏

高台埦
わん

坏
つき

坏

平
ひら

瓶
か

坏

甕
かめ

高台坏

小皿

蓋
ふた

埦
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およそ～年前 時　代

30,000 年前 旧石器時代
16,000 年前 縄文時代
2,500 年前 弥生時代
1,700 年前

古墳時代
前期

中期
後期

1,400 年前
飛鳥時代

1,300 年前
奈良時代

1,200 年前
平安時代

800 年前 鎌倉時代
700 年前 室町時代
400 年前 江戸時代

西　暦 主　な　で　き　ご　と

4 世紀 大型の古墳が盛んにつくられる
県内では、雷神山古墳（名取市）、遠見塚古墳（仙台市）などがつくられる

5 世紀 大仙陵古墳（仁徳天皇陵古墳）がつくられる

6 世紀 聖徳太子が政治をおこなう

7 世紀
645 年 大化の改新
658 年 阿倍比羅夫が日本海岸の蝦夷の地に遠征する

694 年 藤原京に都を移す　このころ郡山遺跡（仙台市）に多賀城以前の陸奥国府が置かれる

8 世紀

710 年 平城京に都を移す

724 年 多賀城が創建される

794 年 平安京に都を移す

797 年 坂上田村麻呂が征夷大将軍に任命される

9 世紀
869 年 陸奥国大地震（貞観地震）

894 年 遣唐使が中止される

10 世紀
934 年 陸奥国分寺七重塔が雷火で焼ける

939 年 平将門の乱

関連年表

編集・発行      宮城県教育庁文化財課　　　　   令和２(2020) 年３月
〒 980-8423　宮城県仙台市青葉区本町三丁目 8 番 1 号　   電話 022(211)3684
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/bunkazai/

写真撮影

実測デジタル機器による測量

データのデジタル化

石膏復元

現地説明会

全国からの派遣協力職員
の皆さん（平成 25 年度）

中学生職場体験 土器接合

調査風景

発掘調査報告書
［三分冊］

野
外
調
査

室
内
整
理
作
業

発見された遺構や遺物は、野
や

外
がい

調査の後、室
しつ

内
ない

整理作業を経て分
ぶん

析
せき

され、記
き

録
ろく

として保
ほ

存
ぞん

されます。
その成

せい
果

か
は「発掘調査報告書」としてまとめられ、発掘調査が完

かん
了
りょう

となります。

この冊子は１部あたり
36.2円で印刷していま
す。

この冊子は再生紙を使用
しています。
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